





は じ め に
本稿は，アフマド・イブン・ファドル・アッラー・ウマリー（Ah・mad Ibn Fad・l Allāh al-
‘Umarī）著『高貴なる用語の解説』（al-Ta‘rīf bi-al-must・・alah・ al-šarīf 以下『高貴なる用語』
















































































『高 貴 な る 用 語 の 解 説』（ 9）
アフマド・イブン・ファドル・アッラー・ウマリー
〔txt. 208〕






























































































8）　『クルアーン』 9 章 1 節を踏まえた表現であると思われる。
9）　『クルアーン』17章96節を踏まえた表現。
10）　『クルアーン』12章66節を踏まえた表現。













































































19）　‘alā al-mustaqirri it・lāqu-hu. 難解な個所。it・lāq は意味を確定できなかったため，仮に「適用」
と訳した。







































6 － 8 節，40章23－37節］。このハマンは『旧約聖書』においては「エステル記」 3 － 7 章に登
場し，バビロン捕囚後にペルシアで暮らすイスラエルの民を迫害した人物となっている。

























































































41）　‘adawtu fī-hi. 『クルアーン』 2 章65節では，i‘tadā fī al-sabat というこの文と類似した形が「安
息日の禁を犯す」という意味で使用されている。
42）　al-Miz・alla. あるいは ‘Īd al-Miz・alla. ユダヤ教の祭りのひとつ。
43）　al-H・unka. ユダヤ教の祭りのひとつ。
44）　難解な箇所。「はじめから，至高なる神の裁きを非難するでしょう」とも訳しうる。あるいは 





















































54）　Kanīsat Qumāma. 聖墳墓教会，すなわち復活教会（Kanīsat Qiyāma）をもじった呼称。
55）　校訂テキストでは nubūwa（預言者性）となっているが，ベイルート版［193頁］および S・ubh・
［ v. 13：289］に従って，bunūwa と読むことにする。ネストリウス（451年頃没）が，キリスト
における神性と人性の区分を明確にするために，マリアの尊称「テオトコス（神の母，生神女）」
に反対したこと［「ネストリオス」『キリスト教辞典』］を指していると考えられるからである。



























59）　校訂テキストでは bi-al-m-z・-’-n-y-’-t となっているが，bi-al-mut・āyabāt と読む。
60）　校訂テキストでは abaytu（私は拒んだ）となっているが，ベイルート版［193頁］および
S・ubh・［v. 13：290］に従って，at－battu と読む。


























































69）　「崩した」と訳した語は，校訂および諸刊本，諸写本において dakaytu または dakkaytu と読
めるが，このような綴りで文脈に合う意味を持つ語は見当たらない。dakaktu（私は崩した）の
誤記と考えておく。



















































80）　Bīwarāsb. ペルシア語では Bīwar-asb 等と表記される。伝説上の古代イラン王ザッハーク
（D・ahh・・āk）の別名。両肩から蛇が生えており，毎日若者を殺してその脳髄を蛇の餌としていた






























































































































99）　Muh・ammad b. al-H・anafīya. アリー・ブン・アビー・ターリブとアラブのハナフィー族の女性











awāt. 校訂では語頭のアリフが欠けた形になっているが，D2写本［f. 90b, l. 16］，S1写





































108）　al-Nimrūd ［b. Kūš］. クシュの息子ニムロドはバビロニア王で，預言者アブラハムに敵対し










































114）　‘alā s・irāfi-him. 難解な表現である。s・irāf の単数形 s・arīfa がナツメヤシの枯れた枝を意味する
ことから，このように解釈した。
115）　nawās・ib. Lisān の n-s・-b の項目によれば，アリーを嫌っていることを公言する者たちのこと
［Lisān, v. 14：157］。また，「ありえないことを確定する」とは，アリーがムハンマドから後継
者指名をうけたことを否定することを指す。
116）　al-Qaddāh・， 研究篇231頁では，‘Abd Allāh b. Maymūn al-Qaddāh・のこととするが，その父親




Aswad al-K・addāh・,” “ ‘Abd Allāh b. Maymūn,” EI2］。
117）　al-Mahdī ［bi-Allāh］. ファーティマ朝初代カリフ。在位297～322/910～934年。彼がイマーム
であることを宣すると，これに反対してカルマト派が分派した［“al-Mahdī ‘Ubayd Allāh,” 
EI2；「アブドゥッラー・マフディー」『岩波イスラーム辞典』］。


























119）　al-Mu‘izz ［li-Dīn Allāh］． ファーティマ朝第 4代カリフ。在位341～365/953～975年。
120）　Nizār ［b. al-Mustans・ir］．父親であるファーティマ朝第 8代カリフ＝ムスタンスィル（在位
427～487/1036～1094年）が亡くなると，弟であるムスターリー（al-Musta‘lī）が即位し，ニ
ザールはアレクサンドリアに逃れて即位したが，488/1095年に捕らえられて殺害された［“Nizār 
b. al-Mustans・ir,” EI2；菊地達也 2005：100頁］。
121）　al-H・asan b. S・abbāh・. 518/1124年没。ニザール派の創始者。カリフ＝ムスタンスィルの長男ニ
ザールをイマームとし，ニザールはお隠れの状態にあるとして，自らをフッジャ（代理人）と
した［「ハサネ・サッバーフ」「ニザール派」『岩波イスラーム辞典』］。
122）　‘Alā’ al-Dīn ［Muh・ammad b. H・asan］． アラムートのニザール派イマーム。在位618～653/1221
～1255年。彼が没した翌年，アラムートは陥落した［“Muh・ammad III b. H・asan,” EI2］。
123）　Nās・ir al-Dīn Sinān al-mulaqqab bi-Rāšid al-Dīn. 589/1193年没。30年ほどにわたってシリアに
おけるニザール派の教宣員長をつとめ，シリアにおけるニザール派勢力の最盛期を現出した。






























知られる［莵原卓 1982：134－136頁］。後に自身の継子 ‘Ayyāš（‘Abbās）b. Abī al-Futūh・ al-
S・inhāgˇī（549/1154年没）と不仲になり，その子Nas・r によって殺害された［研究篇：232；“al-
‘Ādil b. al-Salār”, EI2］。しかし，カルカシャンディーの指摘によれば，ウマリーはイブン・
アッサラールと彼の継子 ‘Ayyāš とを混同し，誤って後者を「イブン・アッサラール」と呼ん



































132）　Yawm al-Dār. 36/656年の第 3代正統カリフ＝ウスマーン暗殺事件を指すと考えられる
［S・ubh・, v. 13：230］。
133）　taqīya. 「信仰隠し」を意味し，これを合法とみなすことはシーア派の特徴の一つとされる。
134）　al-Šūrā. 第 3 代正統カリフ＝ウスマーンが選ばれた会議を指す。
135）　H・assān b. T・ābit. ムハンマドの教友，詩人。54/674年没。5/627年にアーイシャを中傷した一






138）　Ziyād. ウマイヤ朝のイラク総督を務めたズィヤード・ブン・アビーヒ（Ziyād b. Abīh）のこ
とだと思われる。44/665年ウマイヤ朝の初代カリフであるムアーウィヤ 1世の兄弟として認知
され，彼の息子やマルワーン家の反感を買った。一部のシーア派を磔刑に処したため，シーア
派の史料では彼の裏切りが強調される。53/673年没［研究篇：233頁；“Ziyād b. Abīhi,” EI2］。
139）　Ibn Margˇāna. 上述のズィヤードの息子ウバイド・アッラー（‘Ubayd Allāh）のこと。ウマイ
ヤ朝のイラク総督を務めた。ハワーリジュ派やシーア派の弾圧者として知られ，フサインに対
し軍を送り，彼を殺害した。67/686年没［研究篇：233－234頁；“ ‘Ubayd Allāh b. Ziyād,” 
EI2］。
140）　この祈願文は，Ｆ写本にしか記載がないため，原文にはなかった可能性が高い。
141）　‘Umar b. Sa‘d. 上述のイブン・マルジャーナによってフサインに対し送られた軍隊の指揮官






























反乱を起こした［研究篇：234頁；“Yazīd （I） b. Mu‘āwiya,” EI2；「イブン・ズバイル」「ヤ
ズィード」『岩波イスラーム辞典』］。
145）　al-Muġīra b. Šu‘ba. ムハンマドの教友。50/670年没。41/661年，ムアーウィヤによってウマ
イヤ朝のクーファ総督に指名された。ヤズィードの後継者指名をムアーウィヤに提案したとさ
れる［“al-Muġīra b. Shu‘ba,” EI2；T・abarī, II：173－174；‘At・wān 1991：7］。
146）　‘Amr b. al-‘Ās・. 初期イスラーム時代のエジプト総督。42/663年頃没。クライシュ族出身で，
塹壕の戦いの後ムスリムとなり，エジプト征服で大きな役割を果たした。第 1次内乱ではム
アーウィヤ陣営に参加。スィッフィーンの戦いでは，戦いを有利に進めていたアリー軍に対し，
和平を導くため槍の先にクルアーンの紙片を結ぶことを発案したとされる［“ ‘Amr b. al-‘Ās・,” 
EI2；「アムル・イブン・アース」『岩波イスラーム辞典』］。
147）　Busr b. Abī Art・a’a. クライシュ族出身の将軍。86/705年没。ムアーウィヤ配下の将軍として，
アラビア半島やイエメンで多くのアリー支持者を殺害した［研究篇：234頁；“Busr,” EI2］。





















































161）　Mubārak b. ‘Ut・ayfa b. Abī Numayy. 751/1350年没。メッカのアミールであった父ウタイファ
のナーイブを務めた。749/1348－49年，サワーキンに出兵したことで知られている［‘Iqd, v. 
7：120－130；Ota 2002：5］。メッカのアミールについては，訳注（ 1）47頁，（ 5）9頁を参照。
















































































173）　illā man u‘tubit・a. 「病気や外傷などの特別な原因なしに死んだ者を除いて」という意味。
174）　おそらく，前半は天地創造説の否定，後半は輪廻転生について言ったものであろう。



























［Salibi 1977：100－101, 108, 111－112；Wiet 1970－71：385－407］。









































ārigˇa b. H・ud－āfa は，40/661年，ハワーリジュ派の Zādawayh によって殺害された。後者が
狙ったのはエジプト総督アムル・ブン・アルアースであったが，事件当日，アムルは礼拝導師
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